
みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和6年11月 貸出開始資料から

●その他の本　なぜ、あなたの料理はちょっとマズイのか？（小田真規子／著）　日帰りで登れる温泉
百名山（飯出敏夫／著）　僕は猛禽類のお医者さん（齊藤慶輔／著）　名曲の曲名（茂木大輔／著）

●随筆・詩などの文学　もの想う時、ものを書く(山田詠美／著)　私の最後の羊が死んだ(河崎
秋子／著)　父のコートと母の杖(一田憲子／著)　

●小説　青い絵本（桜木紫乃／著）　雫(寺地はるな／著）　架空犯（東野圭吾／著）　こぼれ落ちる欠
片のために(本多孝好／著)　 坂の中のまち（中島京子／著）　夜刑事（大沢在昌／著）　恋とか愛とか
やさしさなら（一穂ミチ／著）　五葉のまつり（今村翔吾／著）　生き急ぐ（ブリジット・ジロー／著）　
白猫、黒犬（ケリー・リンク／著）　　　　　

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
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１月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
15
世
紀
半
ば
、
太
宰
府
天
満
宮
の
現
地

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
留
守
職
を
務
め
た
大
鳥

居
氏
の
信
善
・
信
顕
・
信
堯
三
兄
弟
に
よ

る
家
督
争
い
に
は
、
筑
後
国
（
現
・
福
岡

県
南
部
）
守
護
の
菊
池
氏
が
関
与
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
争
い
に
つ
い
て
は
昨
年
８

月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
大
内
氏

の
関
与
に
注
目
し
て
み
ま
す
。

　
こ
の
文
安
年
間
（
１
４
４
４
〜
４
９

年
）
の
大
鳥
居
氏
家
督
を
め
ぐ
る
争
い

は
、
菊
池
持
朝
の
裁
定
も
あ
り
、
信
堯
が

家
督
を
継
承
す
る
こ
と
で
い
っ
た
ん
沈
静

化
し
ま
す
が
、
和
解
の
際
の
取
り
決
め
を

信
堯
が
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
信
顕
が

反
発
し
、
家
督
争
い
が
再
燃
し
ま
す
。
こ

の
時
、
信
顕
は
再
び
菊
池
氏
を
頼
り
、
持

朝
の
子
・
菊
池
為
邦
か
ら
直
々
に
文
書
を

受
け
取
る
こ
と
で
、
信
顕
に
家
督
の
地
位

が
保
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
信
顕
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
筑

前
国
（
現
・
福
岡
県
北
西
部
）
守
護
と

な
っ
た
大
内
教
弘
を
頼
り
、
家
督
の
保
証

を
得
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
博
多
に
信
顕

側
・
信
堯
側
双
方
の
証
人
を
招
集
し
て
、

大
内
氏
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
大
内
氏
の
筑
前
の
代

官
で
あ
る
守
護
代
・
仁
保
盛
安
と
、
菊
池

氏
の
筑
後
の
代
官
で
あ
る
守
護
代
・
木
野

了
幸
は
連
絡
を
取
り
合
い
、
大
鳥
居
氏
の

家
督
争
い
の
裁
定
に
つ
い
て
相
談
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
菊
池
氏
は
筑
後
国
の
守
護
で

あ
り
、
筑
前
国
内
に
位
置
す
る
太
宰
府
天

満
宮
の
人
事
に
直
結
す
る
、
大
鳥
居
氏
の

家
督
争
い
を
裁
定
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意

味
、
越
権
行
為
と
も
い
え
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
た
め
菊
池
氏
は
、
友
好
関
係
に

あ
り
、
か
つ
筑
前
国
の
守
護
と
な
っ
て
い

た
大
内
氏
に
協
力
を
仰
ぎ
、
自
ら
は
大
内

氏
の
決
定
を
追
認
す
る
形
を
と
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
実
際
、
こ
れ
以
降
の
大
鳥
居
氏

に
関
わ
る
権
益
を
保
証
す
る
主
体
は
、
い

ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
大
内
氏
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
鳥
居
氏
と
し
て
も
、
天
満
宮
で

の
権
益
を
守
る
上
で
は
、
筑
前
守
護
の
大

内
氏
か
ら
権
利
の
保
証
を
受
け
る
方
が
は

る
か
に
実
用
的
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
各
武
家
権
力
の
思
惑

の
間
で
、
天
満
宮
を
め
ぐ
る
情
勢
は
展
開

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
鳥
居
氏
ら

天
満
宮
の
社
家
も
、
自
ら
の
権
益
を
守
る

た
め
に
、
武
家
権
力
を
利
用
し
て
い
た
の

で
す
。

元 
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「冬の朗読会」を開催
　文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。
気軽に参加してください。
日　時　１月19日㈰　午後２時30分～午後４時（途中休憩あり）
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階　視聴覚室
対象者　大人　　料　金　無料　　定　員　40人程度
内　容　小池真理子／著「赤いコートの女」（『銀座24の物語』より）、浅

田次郎／著「告白」（『月下の恋人』より）ほか、冬の季節にちな
む短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。

講　師　朗読紫苑の会（実演）

こ  

だ
ま

り
ょ
う
へ
い

ペ
ー
ジ
I
D
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2
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1

か
ま
び
す
し
虫
の
音
な
れ
ど

風
に
溶
け
闇
に
溶
け
れ
ば

や
が
て
閑
か
に

　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
　
順
一
郎

長
良
川
浅
瀬
を
渡
る
鳥
の
有
り

そ
の
先
じ
っ
と
岩
風
呂
に
見
る

　
　
　
　
　
都
府
楼
南
／
猪
俣
　
泰
夫

人
懐
こ
い
笑
顔
で
皆
を
幸
せ
に

せ
し
名
優
の
孤
独
す
ぎ
る
死

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

過
ぐ
る
日
は

夢
の
如
く
か
わ
が
友
の

逝
く
を
報
ず
る
葉
書
一
葉

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
藪
　
晶
代

何
よ
り
の
長
寿
の
家
系
屠
蘇
祝
ふ

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

初
電
話
敬
語
使
へ
る
子
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

三
キ
ロ
の
命
抱
い
て
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

戻
る
は
ず
な
き
人
を
待
つ
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
馬
場
／
野
上
　
コ
ト
子

銀
杏
散
る
昨
日
も
今
日
も

明
日
も
ま
た

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

ゆ
っ
た
り
と

米
寿
を
生
き
て
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

銀
杏
落
葉
降
る
や
哀
し
き
こ
と
一
つ

　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
　
ふ
じ
子

銀
杏
散
る

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
行
く
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

冬
晴
や
白
雲
一
朶
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

柊
の
護
符
と
も
な
り
て
花
匂
ふ

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

高
く
舞
う
蜂
角
鷹
飛
来
餌
を
探
す

　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
日
永
田
忠
孝
子

露
寒
や
罰
受
け
し
子
の
帰
り
待
つ

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

崖
の
ぼ
る
波
打
つ
音
や
石
蕗
明
り

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
正
孚

母
恋
ひ
の
母
の
セ
ー
タ
ー

手
ア
イ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

飛
び
石
の
ご
と
歩
き
た
し
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
朴
洋
子

寄
り
添
っ
て

ふ
た
り
で
越
え
た
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
武
末
　
次
生

眠
れ
ぬ
夜
句
集
の
中
を
散
歩
す
る

　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
坂
本
　
や
よ
子

夢
は
何
答
に
詰
ま
る
孫
の
問
い

　
　
　
　
大
野
城
市
／
高
巣
　
富
美
子

赤
い
糸
緩
み
出
し
た
か
倦
怠
期

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

看
護
師
の
本
音
聞
こ
え
た

夜
の
廊
下

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
山
本
　
征
児

史
蹟
野
の
広
さ
を
拾
ふ
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

散
り
敷
け
る
花
柊
に
風
の
跡

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

一
枚
の
ガ
ラ
ス
に
透
く
る
冬
日
和

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

鬼
す
べ
の
勢
子
の
余
香
も
神
々
し

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

初
御
空
平
和
な
日
々
で
あ
れ
か
し
と

　
　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

ゆ
る
ゆ
る
と

歩
く
白
寿
の
母
い
と
し

母
の
明
日
を
見
守
り
ゆ
か
ん

　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
　
ミ
ヤ
子

太
宰
府
短
歌
会
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宰
府
俳
句
会
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子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選
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国際交流・韓国
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韓国の年末年始 太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　2025年、新年が明けました！みなさん明けましておめで
とうございます。そして새해 복 많이 받으세요(新しい年に
は福を沢山もらってください)。
　韓国では1月1日を신정（新正）と呼びますが、韓国はまだ
旧暦が残っているので、新暦の1月1日をシンジョン、旧暦
の1月1日を구정（旧正）とも言います。そして、クジョンは
「설날」という韓国最大の祝日でもあります。
　韓国は1989年までは1月1日～3日が祝日でしたが、
1990年に1月3日、1999年に1月2日が祝日から除外さ
れ、現在は1月1日だけが祝日として指定されています。そ
の理由は、1989年に旧暦の12月31日～1月2日（新暦では

本年は1月28日～1月30日）を新たにソルナルの祝日として
指定したからです。
　韓国では1月1日になる前、年末から新年の挨拶とお祝い
の言葉を交わします。放送局では演技大賞、歌謡大祭典な
どの年末特番を企画し、元日の1分前あたりから新年を迎
えるカウントダウンイベントを行います。
　보신각（普信閣）という建物では、1月1日になった瞬間
に合わせて鐘を33回鳴らします。元日には、初日の出を見
ながら新年の願いをする人たちの行列が続き、各家庭では
떡국という餅が入ったスープを食べながら1年の無事を願い
ます。

人
権
標
語

関係ない 
　見て見ぬふりも 
　　加害者です
太宰府西中学校２年　稲村 玲香さん

いなむら れい  か

（応募時）

（国分区）池坊

花材 かくれみの、つるうめもどき、
アマゾンリリー、松　ほか

藤原　静子
ふじはら しず  こ

太宰府市華道連盟

季
節
の
生
け
花

セ  ヘ

シンジョン

ボシンガック

トックク

クジョン

ソルナル

ボッ マ  ニ パ ドゥセ ヨ
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